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笠岡市役所

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

１
月
21
日
～
23
日

総
務
常
任
委
員
会

１
月
27
日
～
29
日

行
っ
て
き
ま
し
た
行
政
視
察

視
察
地

◎
岡
山
県
笠
岡
市

◎
島
根
県
邑
南
町

◎
鳥
取
県
日
吉
津
村

参
加
委
員

大
岸
眞
弓　

門
脇
二
三
夫

島
岡
信
彦　

爲
近
初
男

利
根
健
二　

濱
田
百
合
子

山
﨑
眞
幹

笠
岡
市

定
住
促
進
・
都
市
計
画
線

引
き
廃
止　
　
　
　
　
　

　

定
住
促
進
で
は
、
平
成

19
年
に
転
入
提
出
者
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
、
転
入
転

出
の
理
由
を
分
析
し
、
21

年
４
月
定
住
促
進
セ
ン
タ

ー
を
設
置
。
定
住
促
進
ビ

ジ
ョ
ン
は「
住
宅
の
確
保
」

「
働
く
場
所
の
確
保
」「
暮

ら
し
の
条
件
の
確
保
」
な

ど
、
市
を
挙
げ
て
の
取
り

組
み
と
な
っ
て
い
る
。

住
宅
新
築
助
成
金
交
付
事

業
が
転
入
促
進
、
転
止
に

効
果
が
大
き
か
っ
た
。

　

都
市
計
画
区
域
内
の
線

引
き
廃
止
は
、
現
市
長
の

公
約
で
、
平
成
12
年
市
長

就
任
以
来
の
働
き
か
け
で

実
現
。
線
引
き
廃
止
後
、

住
宅
開
発
や
農
地
へ
の
転

用
も
増
加
し
て
お
り
、
定

住
策
と
し
て
の
効
果
が
表

れ
て
い
る
。

邑
南
町

出
生
率
２
・
６
５
日
本
一

の
子
育
て
村
・
Ａ
級
グ
ル

メ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　

　

子
育
て
支
援
策
と
し
て

「
日
本
一
の
子
育
て
村
」

を
め
ざ
し
、
子
育
て
環
境

の
充
実
に
努
め
、
全
国
か

ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

一
例
と
し
て
、
子
ど
も

の
医
療
費
は
中
学
校
ま
で

無
料
、
保
育
料
は
第
２
子

か
ら
無
料
、
不
妊
治
療
へ

の
助
成
、
妊
娠
検
査
は
16

回
ま
で
無
料
、
予
防
歯
科

の
充
実
。
子
育
て
や
教
育

に
係
る
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
支
援
策
を
講
じ
て

い
る
。出
生
率
が
２
・
６
５

と
高
い
の
も
う
な
ず
け
る
。

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
定
住
に
、

地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

　

農
林
商
工
ビ
ジ
ョ
ン

「
Ａ
級
グ
ル
メ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
は
、
地
域
の
農
産

物
・
食
材
を
ブ
ラ
ン
ド
化

し
、
首
都
圏
に
売
り
出
し

食
と
農
で
の
起
業
家
の
輩

出
、
観
光
客
の
誘
致
に
も

結
び
付
け
て
い
る
。

日
吉
津
村

ひ
え
づ
版
ネ
ウ
ボ
ラ
・
住

民
参
画
の
村
づ
く
り　
　

　

妊
娠
期
か
ら
、
就
学
前

ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援

（
情
報
提
供
や
相
談
支
援
）

を
行
う
シ
ス
テ
ム
を
取
り

入
れ
て
い
る
。
対
象
者
一

人
一
人
の
個
別
支
援
計
画

を
作
成
し
、
支
援
計
画
に

合
わ
せ
た
子
育
て
プ
ラ
ン

を
母
子
手
帳
交
付
時
に
提

供
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

出
生
率
は
２
・
５
７
と
邑

南
町
に
匹
敵
す
る
。

　

住
民
参
画
の
村
づ
く
り

は
、
自
治
基
本
条
例
の
も

と
、
住
民
参
画
、
住
民
が

主
体
と
な
る
村
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
。
自
治
会
ご

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画

づ
く
り
を
提
案
し
、
自
治

会
（
地
域
）
へ
の
職
員
派

遣
も
行
う
。

視
察
地

◎
岡
山
県
総
社
市

◎
広
島
県
三
次
市

◎
広
島
県
呉
市

参
加
委
員

依
光
美
代
子　

山
崎
晃
子

森
田
雄
介　
　

村
田
珠
美

比
与
森
光
俊　

石
川
彰
宏

千
頭
洋
一

総
社
市

そ
う
じ
ゃ
み
ん
な
で
見
守

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
　
　

　

合
併
前
よ
り
３
市
村
で

急
速
に
進
む
高
齢
社
会
化

を
懸
念
し
、
生
活
圏
域
ご

と
に
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
把

握
や
地
域
の
課
題
に
つ
い

て
住
民
と
の
話
し
合
い
を

重
ね
、
合
併
後
よ
り
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

見
守
り
と
、
地
域
全
体
で

支
え
る
シ
ス
テ
ム
「
そ
う

じ
ゃ
み
ん
な
で
見
守
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
構
築
し
、

企
業
や
団
体
な
ど
と
協
定

を
結
び
早
期
発
見
に
繋
げ

て
い
る
。

　

支
援
は
「
小
地
域
ケ
ア

会
議
」
「
圏
域
地
域
包
括

ケ
ア
会
議
」
「
地
域
包
括

ケ
ア
会
議
」
の
３
層
構
造

に
よ
り
情
報
を
集
約
・
共

有
化
し
支
援
体
制
が
確
立

し
て
い
る
。

　

支
援
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
の
早
期
発
見
に
、
地

域
の
絆
や
地
域
力
（
住

民
・
民
生
委
員
・
福
祉
委

員
・
愛
育
委
員
・
企
業
な

ど
）
を
生
か
し
て
い
る
。

住
民
が
安
心
し
て
地
域
で

生
活
が
出
来
る
た
め
に
も
、

地
域
づ
く
り
や
支
援
体
制

は
欠
か
せ
な
い
。
支
援
体

制
の
構
築
に
職
員
が
地
域

を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
、

住
民
の
関
心
を
い
か
に
高

め
協
力
を
引
き
出
す
か
と

い
う
こ
と
に
知
恵
や
工
夫

が
感
じ
ら
れ
た
。

出
生
率
2.65
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

１
月
14
日
～
16
日

森
の
モ
り
く
ん

Ⓒ
や
な
せ
た
か
し

三
次
市

汐
町
中
学
校
・
学
力
向
上

　

「
思
考
力
」「
表
現
力
」

を
高
め
る
授
業
づ
く
り
を

す
る
こ
と
で
生
徒
自
ら
の

主
体
性
や
自
主
性
・
社
会

性
な
ど
が
育
成
さ
れ
、
学

力
向
上
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間

に
は
、
１
年
生
は
高
校
訪

問
・
企
業
訪
問
、
２
年
生

は
大
学
探
検
・
職
場
体
験
、

３
年
生
は
自
分
た
ち
で
テ

ー
マ
を
決
め
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
出
身
校
で
の
出

前
授
業
。

　

校
区
内
の
４
つ
の
小
学

校
と
連
携
し
て
「
小
中
一

貫
教
育
」
に
取
り
組
ん
で

い
る
。「
生
き
る
力
を
養

う
」
こ
と
を
教
育
目
標
に

初
期
・
前
期
・
中
期
と
段

階
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力

が
身
に
つ
く
よ
う
に
な
っ

て
い
る
こ
と
に
感
心
し
た
。

呉
市

国
保
の
適
正
化　
　
　
　

　

呉
市
で
は
、
レ
セ
プ
ト

分
析
に
よ
り
課
題
を
捉
え
、

課
題
解
決
に
向
け
適
正
に

事
業
を
実
施
し
医
療
費
削

減
に
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

へ
の
切
り
替
え
通
知
を
医

師
会
長
名
で
発
送
す
る
取

り
組
み
は
医
療
費
削
減
効

果
も
高
く
、
本
市
で
も
医

師
会
に
協
力
を
得
ら
れ
れ

ば
、
よ
り
効
果
が
上
が
る

と
期
待
す
る
。

視
察
地

◎
香
川
県
坂
出
市

◎
和
歌
山
県
田
辺
市
龍
神

村
森
林
組
合

◎
大
阪
府
寝
屋
川
市

参
加
委
員

織
田
秀
幸　

山
﨑
龍
太
郎

甲
藤
邦
廣　

小
松
紀
夫

山
本
芳
男　

石
川
彰
宏

坂
出
市

都
市
計
画
の
線
引
き
廃
止

　

平
成
12
年
に
都
市
計
画

法
の
改
正
が
あ
り
、
県
が

策
定
す
る
都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
検
討

時
、
坂
出
市
も
線
引
き
の

要
否
に
つ
い
て
検
討
を
実

施
。
線
引
き
廃
止
の
先
進

地
へ
の
視
察
、
市
の
人
口

移
動
実
態
調
査
、
議
会
に

よ
る
知
事
へ
の
「
坂
出
市

に
お
け
る
線
引
き
廃
止
に

関
す
る
意
見
書
」
の
提
出

や
五
十
数
回
の
説
明
会
を

行
い
線
引
き
問
題
に
つ
い

て
広
報
で
市
民
に
周
知
を

図
っ
た
。

　

「
線
引
き
」
は
無
秩
序

な
市
街
化
を
防
止
す
る
規

制
措
置
で
あ
る
が
、
廃
止

後
、
開
発
に
よ
る
農
業
者

と
新
規
住
民
と
の
ト
ラ
ブ

ル
も
な
く
、
用
途
地
域
を

引
き
続
き
残
し
て
い
る
点

や
、
白
地
地
域
へ
の
「
特

定
用
途
制
限
地
域
」
の
指

定
や
開
発
許
可
の
退
場
規

模
を
引
き
下
げ
る
な
ど
、

無
秩
序
を
防
い
で
い
る
。

龍
神
村
森
林
組
合

先
進
的
な
取
り
組
み
と
施

設
見
学　
　
　
　
　
　
　

　

龍
神
村
で
は
、
以
前
か

ら
林
業
者
、
森
林
組
合
、

行
政
、
商
工
関
係
者
で
組

織
す
る
龍
神
村
林
業
開
発

会
議
が
結
成
さ
れ
、
い
わ

ゆ
る
林
業
立
村
と
し
て
名

を
馳
せ
た
地
域
で
あ
る
。

　

昭
和
40
年
に
３
森
林
組

合
が
合
併
し
て
発
足
。
市

場
な
ど
で
龍
神
材
の
質
の

良
さ
が
認
め
ら
れ
吉
野
材

の
名
で
取
引
も
さ
れ
て
い

た
。
当
森
林
組
合
は
、
製

材
加
工
（
製
材
・
プ
レ
カ

ッ
ト
）
、
木
材
共
販
所
、

間
伐
材
流
通
セ
ン
タ
ー
、

道
の
駅
な
ど
幅
広
く
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
平

成
18
年
頃
、
木
材
価
格
の

低
迷
で
経
営
悪
化
し
、
組

織
体
制
の
大
幅
な
見
直
し

を
行
っ
た
。
ほ
か
に
「
企

業
の
森
事
業
」
と
し
て
、

企
業
な
ど
が
森
林
環
境
保

全
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
取

り
組
ん
で
い
る
。

寝
屋
川
市

産
業
振
興
条
例　
　
　
　

　

平
成
24
年
３
月
市
議
会

定
例
会
で
、
市
長
が
産
業

振
興
条
例
制
定
を
表
明
し

取
り
組
む
。
条
例
策
定
に

あ
た
り
、
意
見
交
換
会
や

産
業
経
済
団
体
等
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
、
意
見
を

整
理
。
平
成
25
年
４
月
１

日
か
ら
条
例
施
行
と
な
っ

た
。
条
例
の
特
徴
と
し
て
、

市
民
や
事
業
者
・
教
育
・

産
業
経
済
団
体
・
議
会
・

行
政
の
役
割
や
責
務
を
明

確
化
。
産
・
学
・
官
・
民

の
４
者
連
携
強
化
で
の
実

現
は
評
価
で
き
る
。

作業道の視察（龍神村）


